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A. 

距
離
か
ら
見
た
と
き
の
眼
球
運
動
の
軌
跡
(
左
右
振
幅
角

約
印
度
三
敏
験
者
は
筆
者
.
ご
く
自
然
に
真
ん
中
、
右

端
、
左
端
、
右
端
へ
と
定
位
し
ま
し
た
.
サ
ッ
カ
ー
ド
に

要
す
る
時
聞
は
約

0
・
二
秒
(
頭
を
自
身
の
手
で
固
定
、

少
し
引
延
三
ど
の
方
向
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
娠
幅
で
動
か

す
か
は
、
上
丘
で
決
め
ら
れ
ま
す
(
図

B
Y
上

E
の
浅

層
に
は
網
膜
か
ら
誼
按
の
投
射
が
あ
っ
て
、
網
膜
部
位
を

再
現
。
ま
た
深
層
に
は
網
膜
部
位
に
対
応
す
る
か
の
よ
う

に
聴
覚
や
体
性
感
覚
の
位
置
情
報
も
収
束
.
中
間
層
か
ら

は
バ
ー
ス
ト
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
作
動
さ
せ
ま
す
.
図
中、
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目 、

-
Q
-
R
は
そ
の
座
爆
に
対
応
し
た
方
位

・
振
幅
事
例
.

抑
制
強
化
と
脱
抑
制
、
サ
ッ
カ
ー
ド
の
作
動
樋
序

上

丘
の
サ
ッ
カ
ー
ド
作
動
装
置
は
、
い
つ
も
は
大
脳
基
底
核

.
黒
質
網
様
部
か
ら
の
抑
制
信
号
に
よ
り
抑
え
ら
れ
て
い

ま
す

(図

C
).
理
由
は
、
上
丘
に
多
様
な
感
覚
情
報
が

収
束
し
で
い
ま
す
の
で
、
い
ち
い
ち
反
応
し
て
い
て
は
大

実
た
か
ら
で
す
.
前
頭
眼
野
や
前
頭
連
合
野
が
「
何
だ
ろ

う
」
と
意
味
を
も
っ
た
と
き
だ
け
、
抑
制
が
解
除
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
.
尾
状
綾
へ
の
信
号
が
そ
れ
で
、
黒
質
網
儲

部
へ
の
直
接
路
が
抑
制
性
で
、
上

E
へ
の
抑
制
を
脱
抑
制

{
解
除
)
す
る
か
ら
で
す
.
問
銭
路
は
視
床
下
綾
が
興
奮

性
信
号
で
、
抑
制
強
化
の
働
き
で
す
.
こ
れ
ら
に
よ
り
雑

多
な
情
報
が
抑
制
さ
れ
る
と
と
も
に
.
サ

y
力

1
ド
と
構

え
姿
勢
が
発
現
さ
れ
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
綬
}

下向き

注} 、上丘町中間層 に微 小電流を流すと、座標に対応 した 飯

幅、方位由連動を続発. 右回は、座標 P、。 R郁に対応 .2 

- 40 は援幅、 叫 0"--40'は方位 (DA.ROB川SON，1972).

サッカードの作動機序、上丘への収束

前
回
は
.
安
定
し
た
網
膜
像
確
保
の
た
め
.
開
眼
球
を
頭

の
向
き
と
は
逆
に
保
持
す
る
前
庭
動
眼
反
射
の
仕
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
視
野
座
療
の
水
平
軸
や
垂
直
軸

が
自
己
自
身
の
空
間
座
療
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
き
、
ど

の
よ
う
に
手
足
を
動
か
せ
ば
よ
い
か
、
運
動
座
僚
に
変
換

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
.
視
覚
野
で
の
網
膜
座
標

の
再
現
が
そ
れ
で
、
行
為
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
運
動
座
原

に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
そ
れ
ゆ
え
、
い
っ
そ
う

予
期
的
な
動
か
し
方
が
重
要
と
な
り
ま
す
.
今
回
は
、
こ

の
実
現
に
参
画
す
る
、
上
丘
で
の
「
定
位
座
様
」
の
存
在

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

「
何
だ
ろ
う
』
、
リ
セ
ッ
ト
僚
機

の
能
動
的
利
用

追
視
で
き
な
く
な

れ
ば
、
眼
球
を
眼
禽
に
ま
っ
す
ぐ
戻

す
べ
く
リ
セ
ッ
ト
機
構
が
働
き
ま
す
.

こ
の
慢
構
を
目
的
的
に
使
う
よ
う
に

な
っ
た
の
が
サ
ァ
力

l
ド
で
す
.
サ

ッ
カ
ー
ド
の
バ
ー
ス
ト
ニ
ュ
ー
ロ
ン

の
水
平
成
分
は
内
側
橋
延
随
網
様
体
、

垂
直
成
分
は
中
脳
網
様
体
に
あ
り
ま

す
.
ポ
ー
ズ
=
ュ

l
ロ
ン
は
橋

・
正

中
部
に
あ
り
、
斜
め
方
向
の
調
節
に

関
係
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
.

上
丘
に
あ
る
眼
球
運
動
マ

ッ
プ
、

「
定
位
座
標
」
図
A
は
、
提
示
図

形
を
椅
子
座
位
で
約
一
メ
ー
ト
ル
の
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詮)、国形(償 金 艮的 1m1 正面 1m 倫子座位対崎.萌は

自身的手で回定ー真ん中ー右端-1<=→右端の嗣に揮索. 右

左角的60lro両岨外側部に皿電極. ..坦時聞は柏 2回 msec，

「定位座標J、上Eのサ ッカード座標
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